
奈良まほろば館まで

※イベントの詳細は、奈良まほろば館のホームページで随時案内いたします。
※新型コロナウイルス感染症に伴い、内容が変更・中止になることがあります。
※各展示の最終日は閉館時間前に終了することがあります。ご了承願います。
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裏面も
ご覧ください☎03・5568・7081

イベントに関するお問い合わせは、

奈良まほろば館
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ショップ情報

レストラン情報

　令和5年（2023年）
は、法隆寺・法起寺がユ
ネスコの世界文化遺産登
録から、30周年を迎えま
す。1，000年を超え伝え
られ守られてきた伽藍の
重要性を考えるとともに、
その伽藍を保ってきた、
世界無形文化遺産に登録
された「伝統建築工匠の
技：木造建造物を受け継
ぐための伝統技術」について、斑鳩の里にある寺院をとおしてその重
要性を考える機会としたいと思います。
※2階イベントルームAでの展示につきましては、同ルームで講演等の他のイベント
　を実施している時間帯はご覧になれない場合があります。ご了承願います。

※実施時間は限定されている場合があります。なくなり次第終了します。

「世界遺産法隆寺・法起寺と伝統建築
工匠の技」～伝える技と伝わる思い～

展示は2階
イベントルームA

で開催！

大野寺　弥勒磨崖仏

●令和4年度 「奈良のいちおし逸品販売会」
　  6月10日（金）～6月12日（日）

●循環型繊維素材を活用した奈良県産繊維製品の展示販売会
　～奈良から持続可能な社会を目指して～　6月13日（月）～6月19日（日）
　奈良県は国内生産の6割を占める靴下の産地で、他にもアウターウエア、インナーウエ
ア、インテリア・内装材、染色など繊維産業が盛んな地域ですが、日々これらの企業か
ら残糸や糸くず、不良品などが排出されており、廃棄量削減や有効活用等が長年課題と
なっています。そのため、これまで廃棄されていた残糸等を再利用した循環型繊維素材
を活用し、持続可能な社会を目指していきたいと考えています。
　廃材を活用した循環型繊維素材『ループラス』の展示と、2017年に誕生した新ブランド「咲

さく

良
ら

史
し

歌
か

鹿
じか

」
より、初夏から盛夏におすすめのカーディガンや靴下、ストールなどを販売します。

　初夏の風にすがすがしさを感じる季節となりました古都奈良から初夏をお届けします。「奈良といえば
鹿」だけではありません。3日間限定で、奈良で作られたいちおし逸品を集めました。初夏をテーマに質の
高い食品や雑貨を取り揃えています。 　奈良県では2020年・2021年に『奈良県の宝

物グランプリ』を開催。奈良県奥大和地域（奈
良県南部東部地域の19市町村の総称）から、
各事業者のコラボなどにより、数多くの素晴ら
しい商品が産まれました。
　『奈良県の宝物グランプリ』で受賞した商品た
ちを奈良まほろば館に一挙に集め、奥大和地域の
特色あふれる素敵な商品を販売いたします。
　イベント期間中は特別に奈良まほろば館内
のカフェ&バーで、受賞商品を使用した特別メ
ニューをご提供。奥大和地域の“宝物”を、ぜひ
ご体験ください。

遠藤 桂　日本の風趣 −旅人が観た奈良−
期間 ： 6月1日（水）～6月30日（木）

（初日は12時から、最終日は19時まで）
　写真家　遠藤桂の「日本の風趣」シリー
ズより奈良の作品を展示します。旅の途
中、旅人の視点で切り取る奈良の風景。写
真家が感じた奈良の魅力をお楽しみくだ
さい。
　また一部作品は販売もしておりますので、
この機会にぜひお立ち寄りください。
【展示予定作品数：7点】
遠藤桂　日本の風趣・奈良
●大野寺 弥勒磨崖仏●東大寺金堂
●東大寺盧舎那仏坐像●興福寺　五重塔
●室生寺　五重塔●春日大社　飛火野
●法隆寺五重塔と下弦の月

※内容・点数は変更になる場合があります。

　毎年、大和郡山市で開催さ
れている「全国金魚すくい選
手権大会」、今年は8月21日
（日）に第27回が開催されま
す。
　このたび、金魚すくい大会
のPRイベントとして、6月11日
（土）の11時から16時（※金
魚又はポイが無くなり次第終了）に奈良まほろば
館で金魚すくい体験を実施します。「金魚のまち
　大和郡山」の元気な金魚たちを相手に金魚す
くいをぜひ体験してください！

●金魚すくい体験イベント
　  6月11日（土）11：00～16：00

展示  6月6日月～6月12日日 講演終了後

物販  6月6日月～6月12日日 19時

●奈良県の宝物
　奥大和フェア
　　6月20日（月）～7月14日（木）

当館の「TOKi」を運営する川島シェフ
がオーナーシェフを務める「アコルドゥ」

（奈良市）がミシュラン二つ星を獲得!！

※過去の全国大会の様子

　ますます緑が深まってゆくこの季節。TOKiの6月のメニューでは、
奈良の野菜『大和丸ナス』を使ったスペイン料理のエスカリバーダの
TOKi風アレンジや6月中旬からは奈良県産のトウモロコシを使った
料理もスタート。
　早くも初夏を感じる素材満載ですが、季節と一緒に料理も移ろう
TOKiでは、夏の少し前、『梅雨』を感じる料理も登場します。
　バルエリアでは希少な奈良の生酒やバ
ラエティー豊かなメニューを単品でお楽
しみ頂けます。ダイニングではコースを、
バルエリアでは気軽に単品で、お料理と
ともに奈良の季節と美味しさをお楽しみ
ください。

祝



奈良まほろば館
〒105-0004 東京都港区新橋1-8-4 SMBC新橋ビル1階・2階
  　　　　 TEL:03-6263-9656　 【OPEN】11:00～20:00
  　　　　TEL:03-6228-5665
【OPEN】●Restaurant／火曜～土曜12:00～15:30（L.O.13:00）、18:00～22:00
（L.O.19:30）、日曜12:00～15:30（L.O.13:30）
●Bar／火曜～土曜12:00～15:00（L.O.13:30）、17:30～22:30
（L.O.food21:00、drink22:00）、日曜12:00～18:00（L.O.food17:00、
drink17:30）
【CLOSED】月曜日／第2・第4日曜日

観光案内　TEL:03-5568-7081
【OPEN】平日（月曜～金曜）12:00～17:30　土日祝：12：00～18：00

■アクセス方法
●JR新橋駅銀座口より徒歩約3分
●東京メトロ銀座線新橋駅1番出口より徒歩約3分
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1F　Shop/Cafe&Bar
2F　TOKi（Restaurant&Bar） 奈良まほろば館

ホームページ用
2次元コード

2022年6月の講演紹介

月日（曜） 時間 講演名 講演内容 講師 定員
（名）

参加費
（円）

問い
合わせ先

6月4日
（土）

13:30～
15:45

なら記紀・万葉プロジェクト
首都圏講座　
～壬申の乱1350年を迎え
て～

第1部
1350年の伝言ゲーム　壬
申の乱はどう語られてきた
か

第2部
壬申の乱－大海人皇子のた
どった道－

　奈良県では、歴史文化資源を多角的に活用し、ストーリー性を

重視した歴史へのアプローチにより、国内外の多くの方々に歴史

を追体験してもらうための取組である「なら記紀・万葉プロジェク

ト」を推進しています。2022年は壬申の乱1350年の節目の年と

なることから、壬申の乱をテーマに各種事業を展開します。本講座

では、吉野歴史資料館学芸職員中東主査、橿原考古学研究所大西

調査課長を講師に、奈良県における壬申の乱の歴史文化資源とし

ての魅力を皆様にお届けします。

第1部
吉野歴史資料館
学芸職員　中東 洋行 氏

第2部
奈良県立橿原考古学研究所
調査課長　大西 貴夫 氏

50 無料

奈良
まほろば館

6月12日
（日）

13:00～
14:30

近現代における法隆寺の文
化財保存と調査の歩みにつ
いて

　明治時代、日本だけでなく世界にとっても貴重な文化財を有す

る法隆寺では、早くから国による仏教的建造物の保存修理工事が

実施されました。こうしたことから、これらの工事に伴う文化財の

調査のほか、仏教美術史や考古学といった様々な分野においても

学術調査が進められてきました。そこで、明治時代以降、「昭和大

修理」が完了した昭和３０年頃までの文化財保存の歩みや考古学

を中心とした調査・研究成果についてお話いたします。

斑鳩町教育委員会　生涯学習課
参事　平田　政彦 氏

各部50 無料

15:00～
16:30

6月13日
（月）

19:00～
21:00

お写経教室

　奈良の法相宗大本山薬師寺から僧侶をお招きしお写経を行い

ます。この教室ではお写経を行うだけでなく、僧侶による法話もご

ざいます。

　完成したお写経は、薬師寺の納経蔵に納められ永代供養されます。

※お写経は般若心経又は父母恩重経、写仏をお選びいただけます。

※道具はお貸しいたします。

薬師寺 録事
村上　定運 師

18 3,000

6月18日
（土）

11:00～
12:30

壬申の乱蜂起の地を歩く
～吉野の大海人皇子伝承地
を中心に～

　天智天皇からの王位承継要請を固辞して吉野に入った大海人

皇子は、1350年前の672年6月24日、壬申の乱を起こしました。

皇子が8カ月間滞在した吉野には、浄御原神社がある国栖や吉野

宮があった宮滝を中心に多くの伝承地が残っています。

　講座では、実際に歩いた体験を元に、これらの伝承地を具体的

に紹介します。さらに、吉野に入る際や脱出する際に利用したルー

トや、持統天皇が30回以上も吉野に来た理由も検討します。

奈良まほろばソムリエの会
会員　池内　力 氏

各部50 500

14:00～
15:30

1．受付・開場は開始30分前から行います。受付前の講座室周辺での待機等はお控え下さい。
2．受講の際には、咳エチケットを守り、手洗い・指の消毒、マスクの着用をお願いいたします。
3．健康状態に不安のある方（発熱、咳、鼻汁、味覚・嗅覚障害等の症状に該当される方）は来館を控えて下さい。
4．過去2週間以内に感染が引き続き拡大している国・地域への渡航歴がある方は来館を控えて下さい。
5．感染拡大防止のため、講師のマスク着用や職員による道具の消毒、講座室の換気等を行います。

奈良まほろば館より
講演を受講される方へのお願い
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から
右記のことについてお願いします。

奈良まほろば館のホームページ（URL:https://nara-mahoroba.pref.nara.jp）にアクセスいただき、「Event」の「申込フォーム」からお申込ください。
※受講券等の発行はいたしません。※申込後にキャンセルされる場合は申し込みサイトよりお手続きください。

●ホームページ
申込み方法


